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一　

東
京
桑
野
会
総
会

平
成
二
十
七
年
度
東
京
桑
野
会
が
、
五
月
二
十
九
日

東
京
目
白

「椿
山
荘
」
に
お
い
て
会
員

・
来
賓
な
ど
‐１７

名
が
出
席
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
安

積
桑
野
会
か
ら
山
口
勇
会
長

（６９
期
）
。
安
積
高
校
か

ら
鈴
木
康
友
教
頭

・
三
瓶
義
元
校
内
幹
事

（９７
期
）
の

ご
出
席
を
い
た
だ
い
た
。

総
会
は
、
物
故
会
員

へ
の
黙
祷

・
校
歌
斉
唱
に
続
い

て
、
古
川
清
会
長

（６３
期
）
が
、
桑
野
の
母
校
に
学
ん

だ
と
い
う
共
通
の
経
験
に
結
ば
れ
た
親
睦
の
会
と
い
う

会
の
趣
旨
に
言
及
、
会
の
隆
盛

。
発
展
の
た
め
に
は
若

手
会
員
の
増
加
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
挨
拶
し
た
。

同
日
配
付
さ
れ
た
東
京
桑
野
会
報
で
、
同
会
長
は

「本

年
は
終
戦
七
十
周
年
と
な
る
。
私
の
安
積
中
二
年
生
の

時
で
、
終
戦
の
詔
勅
で
世
界
が

一
変
し
て
し
ま

っ
た
。

…
…
あ
れ
か
ら
七
十
年
、
世
界
は
相
互
依
存
の
時
代
に

入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
理
想
の
世
界
平
和
が
到
達
し

た
か
と
言
え
ば
未
だ
程
遠
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

あ
ち
こ
ち
で
銃
火
が
交
え
ら
れ
人
命
が
失
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
私
は
考
え
る
の
だ
が
、
も
し
朝
河
貫

一
博
士

が
現
在
生
き
て
い
た
ら
、
そ
の
透
徹
し
た
歴
史
観
の
中

で
現
状
を
如
何
に
分
析
し
、
い
か
な
る
警
鐘
を
世
に
放

っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
‥
…

」
と
述
懐
す
る
。

次
に
議
事
に
入
り
、
平
成
二
十
六
年
度
会
務
報
告
、

同
決
算
報
告
、
同
監
査
報
告
が
了
承
さ
れ
、
平
成
二
十

七
年
度
事
業
計
画
、
同
予
算
が

一
括
審
議
さ
れ
、
了
承

さ
れ
た
。

総
会
に
引
き
続
く
恒
例
の
講
演
は
、
本
年
は
文
藝
春

秋
社
社
友
　
関
根
徹
氏

（８０
期
）
が

「間
近
に
見
た
作

家
た
ち
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
氏
は
永
ら
く
文
藝
春

秋
社
に
あ

っ
て
編
集
部
門
を
担
当
し
た
関
係
上
、
著
名
　
２４

な
文
士
と
の
交
渉
に
携
わ
り
、
本
講
演
で
は
宮
尾
登
美

子

。
向
田
邦
子

・
井
上
ひ
さ
し
等
の
大
作
家
を
取
上
げ

て
、
企
画

。
執
筆
依
頼

。
原
稿
受
領
を
通
じ
て
感
得
し

た
各
々
の
作
家
の
知
ら
れ
ざ
る

一
面
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
を

臨
場
感
た

っ
ぷ
り
に
語
り
、
そ
の
場
の
聴
衆
に
は
作
家

の
息
遣
い
さ
え
間
近
に
感
じ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ

つ
た
。

同
席
し
た
高
松
豊
氏

（７４
期
）
の
印
象
記
を
付
す
。

「講
師
は
出
版
社
勤
務
の
お
役
目
柄
、
普
段
私
た
ち
が

お
会
い
で
き
そ
う
に
な
い
作
家
た
ち
と
の
出
会
い
を
、

そ
の
時

の
状
況
に
見
解
や
解
釈
を
加
え
る
こ
と
な
く

「あ
る
日
」
の
風
景
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
『静

か
に
』
し
か
し

『確
か
に
聞
き
取
れ
る
声
』
で
、
し
か

も

『変
わ
ら
ぬ
口
調
で
』
…
…
。

あ
の
著
名
な
作
家
は
ど
の
よ
う
に
現
れ
、
な
に
を
語

り
か
け
て
…
…
人
気
の
女
流
作
家
は
な
に
を
か
イ
ワ
ン

や
、
個
々
人
の
才
能
の
豊
か
さ
か
ら
ほ
と
ば
し
る
洗
練

さ
れ
た
言
葉
遣
い
、
交
わ
さ
れ
る
言
葉
や
し
ぐ
さ
の
イ

メ
ー
ジ
は
、
あ
る
日
の
文
芸
劇
場
の
よ
う
に
思
え
ま
し

た
。
」

第
二
部
の
懇
親
会
に
入
り
、
来
賓
の
山
口
勇
会
長
と

鈴
木
康
友
教
頭
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
損
傷
の

修
復
が
完
了
し
た
安
積
歴
史
博
物
館
が
装
い
も
新
た
に

昨
年
九
月
六
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
、
母
校
創
立
百

三
十
周
年
記
念
式
典
挙
行
の
こ
と
、
母
校
に
学
ぶ
安
積

関根徹氏 (80期 )
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生
徒
の
今
春
の
進
学
成
績
、
体
育

。
文
化
部
門
の
活
躍

等
が
紹
介
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
同
期
生
ご
と
懇
談
の
輪

が
拡
が
り
、
賑
や
か
に
和
や
か
に
百
十
余
名
の
参
加
者

の
交
流
が
進
み
、
半
ば
か
ら
年
代

。
期
別
を
越
え
て
酒

を
酌
み
交
わ
し
会
話
が
弾
み
、
会
は
最
高
潮
に
達
し
た
。

そ
し
て
、
小
林
伸
久

（８４
期
）
、
大
矢
真
弘

（
８８
期
）

両
氏
の
司
会
と
リ
ー
ド
で
首
都
圏
で
活
躍
す
る
若
手
会

員
が
登
壇
、
自
己
紹
介
と
抱
負
表
明
に
満
場
、
激
励
の

拍
手
が
起
こ
り
、
総
員
が
肩
を
組
み
合
い
、
応
援
歌
の

合
唱
の
余
韻
の
中
に
フ
イ
ナ
ー
レ
と
な

つ
た
。

二
　
震
災
断
想

未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
経

っ
た
。
東
日

本
全
体
で
、
死
者
１
万
５
８
９
１
人
、
行
方
不
明
者
２

５
８
４
人
、
震
災
関
連
死
者
３
１
９
４
人

（１５

・
３

・

１０
現
在
）
に
の
ぼ
る
。
福
島
県
の
震
災
関
連
死
は
１
８

８
４
人
で
、
津
波
等
に
よ
る
直
接
死

（行
方
不
明
者
含

む
）
の
１
８
３
１
人
を
上
回
る
。

県
土
の
広
い
地
域
が
放
射
能
に
よ

っ
て
汚
染
さ
れ
た

福
島
で
は
、
政
府
に
よ
る
避
難
指
示
は
今
も
十
市
町
村

に
及
ぶ
。
避
難
者
は
１２
万
人
を
数
え
、
う
ち
５
万
人
が

今
も
県
外
に
避
難
し
、
避
難
先
は
全
都
道
府
県
に
及
ぶ
。

中
で
も
、
長
引
く
避
難
生
活
か
ら
生
活
基
盤
が
定
ま
ら

ず
、
将
来
が
見
通
せ
な
い
こ
と
の
不
安
に
直
面
し
て
い

る
の
が
、
放
射
線
量
が
年
間
２０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超

え
る

「居
住
制
限
区
域
」
や

「帰
還
困
難
区
域
」
の
住

民
だ
。
復
興
庁
の
意
向
調
査
で
は
、
福
島
第

一
原
発
周

辺
の
双
葉

。
大
熊

・
富
岡

・
浪
江
の
各
町
で
、
帰
還
の

意
向
を
持

っ
て
い
る
人
は

一
～
三
割
に
と
ど
ま
る
。
帰

還
を
あ
き
ら
め
て
他
の
地
域

へ
の
移
住
を
決
め
た
人
が

漸
増
す
る

一
方
で
、
そ
の
決
断
を
し
か
ね
て
い
る
人
も

多
い
。

今
年
春
の
福
島
県
民
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

６１
％
の

人
が
も
と

の
よ
う
な
暮
ら
し
が
で
き
る
の
は
今
か
ら

「２０
年
よ
り
先
」
と
考
え
、

７３
％
の
人
が
放
射
性
物
質

の
影
響
に

「不
安
」
を
感
じ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
る
。

福
島
復
興

へ
の
道
筋
が

「大
い
に
つ
い
た
」
は
１
％
、

「あ
る
程
度

つ
い
た
」
は
２７
％
、
道
筋
が

「あ
ま
り

つ

い
て
い
な
い
」
は
５２
％
、
「全
く

つ
い
て
い
な
い
」
は

１７
％
だ

っ
た
。
福
島
県
が
昨
年
行

っ
た
約
２
万
の
避
難

世
帯
調
査
を
み
る
と
、
同
居
し
て
い
た
家
族
が
散
ら
ば

つ

て
避
難
し
て
い
る
世
帯
が
半
数
を
越
え
、
３
カ
所
以
上

に
散
ら
ば

っ
て
い
る
世
帯
は
県
外
で
１２
％
、
県
内
で
１７

・

５
％
に
の
ぼ

っ
た
。

中
東
や
ア
フ
リ
カ
な
ど
で
戦
争
や
飢
饉
に
伴
う
難
民

が
後
を
絶
た
な
い
が
、
全
国
に
散
り
散
り
に
な
り
故
郷

に
帰
る
展
望
が
も
て
な
い
こ
れ
ら
の
避
難
者
は
正
に
現

代
の
難
民
と
呼
ば
ざ
る
を
え
ず
、
人
間
の
尊
厳
が
貶
め

ら
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

福
島
県
の
主
な
産
業
の
復
興
は
ど
う
か
。
原
発
事
故

か
ら
四
年
経
ち
、
農
産
物
や
魚
介
類
等
か
ら
検
出
さ
れ

る
放
射
性
物
質
は
大
き
く
減

っ
た
。
被
害
か
ら
立
ち
直

り
を
目
指
す
生
産
者
の
努
力
は

一
定
の
実
を
結
び

つ
つ

あ
る
が
、
な
り
わ
い
の
復
興
は
道
半
ば
だ
。
水
稲
の
収
　
２５

平成27年度東京鍵弥念懇畿禽



穫
量
は
宮
城

・
岩
手
両
県
が
震
災
前
の
１０
年
の
水
準
に

戻

っ
た
が
、
作
付
制
限
が
あ
る
福
島
県
は
８６
％
に
と
ど

ま
る
。
農
作
物
等
食
品
中
の
放
射
性
物
質
を
調
べ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
は
今
も
全
国
で
続
き
、
国
の
基
準
値

を
超
え
た
検
体
の
割
合
は
大
幅
に
減

っ
た
。

野
菜
類
は
２
年
連
続
で
基
準
値
超
え
が
ゼ

ロ
、
全
袋

検
査
を
し
て
い
る
福
島
県
産
米
も
２
０
１
４
年
度
は
初

め
て
ゼ

ロ
と
な

っ
た
。
た
だ
し
、
福
島
県
産
青
果
物
の

流
通
価
格
を
震
災
前
と
比
較
す
る
と
、
他
の
県
産
品
の

平
均
価
格
比
で
、
リ
ン
ゴ

・
ト
マ
ト
は

マ
イ
ナ
ス
ー０
ポ

イ
ン
ト
、
キ

ュ
ウ
リ
は

マ
イ
ナ
ス
５
Ｐ
ま
で
回
復
し
た

が
、
福
島
を
代
表
す
る
果
物
の
モ
モ
は

マ
イ
ナ
ス
２０
Ｐ

前
後
の
回
復
に
と
ど
ま
る
。

漁
業
の
復
興
は
遅
れ
て
い
る
。
福
島
県
の
沿
岸
漁
業

者
は
現
在
も
本
格
的
な
操
業
は
し
て
い
な
い
。

１２
年
夏

か
ら
放
射
性
物
質
濃
度
が
き
わ
め
て
低
い
と
認
め
ら
れ

た
魚
種
に
限

っ
て
捕
り
、
国
の
基
準
よ
り
厳
し
い
自
主

検
査
を
し
た
上
で
出
荷
す
る

「試
験
操
業
」
を
続
け
る
。

水
揚
げ
量
は
震
災
前
の
３
％
に
と
ど
ま
る
が
、
対
象
魚

種
は
１５
年
２
月
時
点
で
震
災
前
の
主
力
魚
種
で
あ
る
マ

ガ
レ
イ
な
ど
が
加
わ
り
５８
種
ま
で
増
え
、
海
域
も
全
県

沖
に
広
が

っ
た
。　
一
部
は
東
京
の
築
地
市
場
な
ど
県
外

に
も
出
荷
し
て
い
る
。

三
　
安
積
群
像

三
春
町
在
住
の
僧
侶
で
芥
川
賞
作
家
の
玄
侑
宗
久
氏

（
５６
年
生
ま
れ
）

は
２
０
１
３
年
春
、
短
編
小
説
集

『光
の
山
』
を
出
版
し
た
。
書
く
こ
と
が
難
し
い
状
況

の
中
で
、
「震
災
後
の
生
の
全
体
像
を
様
々
な
人
々
の

点
描
を
通
じ
て
表
わ
し
た
か

っ
た
」
と
語
る
。

津
波
で
孫
と
父
親
を
そ
れ
ぞ
れ
亡
く
し
た
警
察
官
と

幼
児
と
の
触
れ
合
い
。
原
発
事
故
の
放
射
能
と
子
供

ヘ

の
影
響
の
考
え
方
を
め
ぐ

つ
て
す
れ
違
う
夫
婦
―

‐。

被
災
地
に
暮
ら
す
著
者
な
ら
で
は
の
リ
ア
ル
な
空
気
感

が
６
編
を
覆
う
。

表
題
作
だ
け
は
近
未
来
風
の
設
定
の
下
に
、
放
射
能

の
除
染
作
業
等
で
出
た
、
誰
も
が
置
き
場
に
困
る
土
や

枯
れ
葉
を
自
宅
の
敷
地
に

一
手
に
引
き
取
る
老
人
が
描

か
れ
る
。
持
ち
込
み
量
は
ど
ん
ど
ん
増
え
、
や
が
て
集

積
物
は
高
さ
２０
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
山
と
な

っ
た
。
老

人
は
息
子
に
述
懐
す
る

〈
ワ
シ
ら
は
ホ
ー
シ
ャ
ノ
ー
の

お
陰
で
最
後
ま
で
生
き
が
い
を
持

っ
て
生
き
ら
れ
た
。

す
ま
ん
が
、
…
…
ワ
シ
の
と
き
は
あ
の
山
で
燃
や
し
て

く
れ
ん
か
〉
老
人
が
亡
く
な
り
遺
体
は
小
さ
な
山
脈
の

上
で
茶
毘
に
付
さ
れ
る
。
ふ
と
見
る
と
、
そ
の
山
が
薄

紫
の
螢
光
色
を
発
し
て
い
る
。
ま
る
で
阿
弥
陀
さ
ん
が

乗
ら

て
る
雲
が
目
の
前
に
降
り
た

っ
た
み
た
い
じ
や
っ

た
。「震

災
と
原
発
事
故
は
、
私
た
ち
に
人
生
を
色
濃
く

見
さ
せ
た
面
が
あ
る
。
人
間
の
愚
か
さ
。
国
家
と
は
ア

ラ
の
大
き
な
組
織
だ

っ
た
こ
と
も
深
く
気
づ
か
さ
れ
た
」

と
語
る
。

震
災
後
は
、
『福
島
に
生
き
る
』
や

『祈
り
の
作
法
』

な
ど
を
著
述
し
、
福
島
の
今
を
発
信
し
つ
づ
け
て
い
る
。

福
衆
寺
住
職

の
仕
事
に
加
え
講
演

の
依
頼
も
多
く
、

「福
島

の
現
状
を
知
り
た
い
と
頼
ま
れ
れ
ば
、
で
き
る

だ
け
応
え
た
い
」
と
各
地
を
訪
ね
る
。

郡
山
市
出
身
の
箭
内
道
彦
氏

（６４
年
生
ま
れ
）
は
、

福
島
県
出
身
者
の
バ
ン
ド

「猪
苗
代
湖
ズ
」
の
仲
間
と

と
も
に

「風
と

ロ
ッ
ク
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
福
島
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

と
い
う
音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
全
国
を
訪
れ
、
ト
ー
ク
や
ラ

イ
ブ
を
す
る
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
広
島
や
長
崎

。
沖
縄

・

神
戸
な
ど
戦
争
や
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
各
地
を
巡

回
し
た
。
故
郷
が

「
フ
ク
シ
マ
」
と
書
か
れ
る
よ
う
に

な

っ
て
、
「
こ
れ
ま
で
他
の
地
域
の
人
々
が
苦
し
ん
で

い
た
と
き
、
ど
れ
だ
け
真
剣
に
考
え
た
か
と
自
問
す
る

よ
う
に
な

っ
た
」
と
言
い
、
「立
場
や
ポ
リ
シ
ー
の
差

を
越
え
て
い
ろ
ん
な
人
の
思
い
を

つ
な
ぐ
人
に
な
り
た

い
」
と
語
る
。

大
震
災
か
ら
四
年
、
節
日
以
外
で
震
災
を
扱
う
番
組

が
減

っ
て
い
く
中
で
、
月

一
回
の
ペ
ー
ス
で
継
続
的
に

放
送
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「福
島
を
ず

つ
と
見
て
い
る

テ
レ
ビ

（
Ｅ
テ
レ
土
曜
深
夜
０
時
）
」
が
異
彩
を
放

っ

て
い
る
。
福
島
県
在
住
者
や
県
外
に
避
難
し
て
い
る
同

県
出
身
者
に
密
着
取
材
し
、
そ
の
人
が
今
何
を
考
え
て

い
る
の
か
を
話
し
て
も
ら
う
と
い
う
番
組
。
原
発
問
題
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に
揺
れ
る
農
家
、
あ
え
て
除
染
と
い
う
仕
事
を
希
望
し

た
市
役
所
の
新
人
職
員
―
―
、
福
島
第

一
原
発
で
働
く

下
請
け
作
業
員
と
東
京
電
力
双
方
に
取
材
す
る
な
ど
硬

派
な
作
り
の
回
も
あ
る
。
こ
の
番
組
の
進
行
役
を
務
め

る
の
が
箭
内
氏
だ
。

放
送
を
続
け
る
中
で

「
つ
ら
い
こ
と
も
あ

っ
た
」
と

言
う
。
そ
れ
で
も
番
組
を
続
け
よ
う
と
思
う

の
は
、

「
い
ろ
い
ろ
な
人
の
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に

『今
の

福
島
に
必
要
な
も
の
』
が
ど
ん
ど
ん
出
て
き
て
終
わ
ら

な
い
か
ら
だ
」
と
。
「今
起
き
て
い
る
問
題
や
日
本
中

の
人
が
こ
れ
か
ら
何
を
す
べ
き
か
を
福
島
の
人
に
教
え

て
も
ら
い
に
行
く
番
組
に
な

っ
て
い
る
」
と
淡
々
と
語

る
。あ

の
日
、
福
島
出
身

。
東
京
在
住
の
小
説
家
　
古
川

日
出
男

（６６
年
生
ま
れ
）
は
取
材
中
の
京
都
に
居
た
。

東
京
に
戻
る
こ
と
さ
え
す
ぐ
に
は
叶
わ
ず
、
そ
の
後
も

な
か
な
か
明
ら
か
に
な
ら
な
い
事
態
と
、
次
第
に
露
わ

に
な

っ
て
く
る
事
実
の
凄
ま
じ
さ
に
戦
き
な
が
ら
、
お

の
れ
の
小
説
家
と
し
て
の
あ
り
方
や
小
説
と
は
何
か
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
根
本
か
ら
考
え
直
し
始
め
る
。
そ

し
て
、
ｌ
ヶ
月
後
、
故
郷
の
地
に
立

っ
た
小
説
家
は
眼

前
に
広
が
る
光
景
に
震
撼
さ
せ
ら
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ

を
丸
ご
と
引
き
受
け
ど
う
に
か
し
て
何
か
を
掴
み
取
ろ

う
と
す
る
。
古
川
日
出
男
の

『馬
た
ち
よ
、
そ
れ
で
も

光
は
無
垢
で
』
は
、
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
綴

っ
た
作

品
で
あ
る
。

古
川
日
出
男
氏
は
、
三
島
由
紀
夫
賞

『
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
』

や
東
北
を
題
材
に
し
た

『聖
家
族
』
等
の
作
品
で
知
ら

れ
る
。

東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
実
を

「自

分
の
言
葉
」
で
社
会
に
発
信
で
き
る
よ
う
に
と
古
川
氏

が
学
校
長
と
な
り
始
め
た

「た
だ
よ
う
ま
な
び
や
　
文

学
の
学
校
」
が
１５
年
も
Ｈ
月
に
郡
山
市
で
開
校
さ
れ
る
。

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
１３
年
、
古
川
氏

が
高
校
の
同
窓
生
ら
に
声
を
か
け
ス
タ
ツ
フ
を
集
め
た
。

講
師
に
は
同
じ
く
同
窓
生
で
音
楽
家
の
大
友
良
英
氏
、

同
県
出
身
の
社
会
学
者
開
沼
博
氏
ら
が
参
加
し
た
。

１４
年
に
は
、
「言
葉
で
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
座
談
会
等
２９
コ
マ
の
授
業
が
用
意

さ
れ
た
。
作
家

。
詩
人

・
学
者

・
音
楽
家

。
写
真
家
等

多
彩
な
講
師
陣
と
高
校
生

。
大
学
生

。
社
会
人
等
２００
人

を
超
え
る
受
講
者
が
膝
を
交
え
て
語
り
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
言
葉
の
可
能
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
自
身
の
あ

り
方
を
み
つ
め
た
。

こ
の
試
み
は
福
島
を
孤
立
さ
せ
ず
、
人
々
の
悲
し
み

に
共
感
じ
人
々
を
息
長
く
励
ま
す
に
違
い
な
い
。

ｏ
　
陽
は
ま
た
昇
る

国
土
の
損
壊
と
い
う
点
で
、
ま
た
多
く
の
国
民
を
巻

き
込
ん
だ
惨
禍
と
い
う
点
で
日
本
の
近
現
代
史
上
２
０

１
１

・
３

・
Ｈ
は
１
９
４
５

・
８

・
１５
と
並
ん
で
特
別

な
意
味
を
有
す
る
日
と
な

っ
た
。

か
つ
て
幕
末
戊
辰
戦
争
が
あ
り
、
福
島
県
内
の
広
い

地
域
が
戦
場
に
な
り
多
く
の
死
者
が
出
た
。
会
津
藩
を

柱
に
奥
羽
越
列
藩
は
賊
軍
と
さ
れ
て
、
新
し
い
明
治
の

時
代
が
始
ま

っ
た
。
だ
が
過
酷
な
環
境
の
中
か
ら
福
島

県
は
野
口
英
世

。
朝
河
貫

一
ら
の
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
た
。

福
島
県
で
は
今
、
困
難
な
状
況
を
乗
り
越
え
復
興
を

実
現
す
る
鍵
は
人
材
育
成
に
あ
り
と
の
考
え
の
も
と
、

県
民
そ
ろ

っ
て
子
供
た
ち
に
期
待
を
か
け
、
そ
の
芽
を

伸
ば
そ
う
と
し
て
い
る
。

１５
年
４
月
、
広
野
町
に
県
立
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
校

が
開
校
し
た
。　
一
期
生
は
県
内
外
か
ら
１
５
２
人
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク

・
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

・
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
三
系
列
の
科
目
群
を
備
え
る
。
人
類
史
に
残
る
災
害

事
故
を
乗
り
越
え
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
福
島
県

の
み
な
ら
ず
日
本
の
復
興
を
担
い
、
広
く
社
会
に
貢
献

す
る
人
材
の
育
成
を
教
育
目
標
と
す
る
。
な
お
、
校
歌

は

「ふ
た
ば
の
教
育
復
興
応
援
団
」
の
秋
元
康

（作
詞

家
）
が
プ

ロ
デ

ュ
ー
ス
、
作
詞
は
谷
川
俊
太
郎
、
作
曲

は
安
積
Ｏ
Ｂ
の
箭
内
道
彦
。

陽
は
ま
た
昇
る
よ
う
に
福
島
か
ら
再
び
新
し
い
日
本

を
創
る
有
為
の
人
材
が
育

つ
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
確

信
し
て
い
る
。

27



■
‐

3要ξ
主
目
｛

マ木
■

…
ヽ

甲
ぬ挙
=「

校 ■
rナ¬

女
■

=菫↑興、F司 笠
寸

ユ`ム
・

フ

‐

T 校
¬■―

仕 一示 `=コ
|口」

z震
′喩,ヽ

ル←

l主

▲ ▲

■■■■

だ【
:マ

トEK

●!r):二年11:lll発 行●発:1・鵜i集 ′、11111購●発ii口 ,1東 京義野食事:務 ち:l〒 1011夕 013東京都千傷 ill(神 ;|1餓 1台町32サ /ド、ビルア購 :折神lii法律事務所|ス |

“説1´∫/

ご換拶

東京桑野去会長

古jll 鱗

(安積歴史博 1・勿館 〔1日 本館)〉

画 秋山忠也 :ア 1鋼 l

tl‐ 桑野の母校に学んだとしヽう共越の経験:E結ばれたi輔 窓の親睦の会である最と

,21会 )11は みんな仲良く相親しみ楽しい金であること

:::lil」 らかの意I味で企 it″ |》 輔キ,:こ なるような議iも ある会であること

準i;tlま 終戦了○周年 となケ,私
`〉

安 :ll il夕 :プ1略 で

ま梅itF,議震ヽヽ :な 諄が 豊 して (ァ ま■た.、■
': |ヽ ■ :II

だった'1機 1ヽ1筆 務軍 |よ あっと:|十):::1 1il賞 最携鱗 し、ひと

1‐11も 雑たぬ II::ニ キ
|も 兵が進鱗 して来た,管体格が良く:無

色も良 く通端 :こ な キl込 んで大きな袋か ら取 Ⅲ出 して

我 ぐ|こ くれたチ jた  インガムの何こ島い しか幸たこと

嗜、1

疹》れか :l)7()年、多くのIヽ|が数 11を 達成s》:た 策よろ l´ き

を
―
得て賞 :撻 静ヽ 1瑚,tilil:|ノ た1111t'、 数多二島《〉: |=|1祭貿場も

ア:ヽ暮墨由摯11警鴻ずti夕 、 ll[ぷ141本;:互 歓存ジ|:1春 ftit 111・ ,て ヽヽ暮 ,

こ職 Lヽ´ 、理簿げ夕:1:琴
｀
it(1:が飼:主 ヒ■1か ■il:j:ミ iF未 ∴:

資迪い彙:=わ ぎるを得ない―あちこなで銭火が交え :し

れた,1)が 失われている.短 (こ 新 しい タイプ√)蔵 し1■1、

;可際f^豪 :リ ス |ヽ がオタリやリシン Iヽ レをl鶏潰 して :lj民

キ恐怖 ;■ 1塩 れみ:;i態 ふ発生 〔/て tt,れ ,

そこで私 ;ま 挙たる織だが、 もし朝湾貰 ^1専 li`が 斑イ::::

生きでいたら、そダ)嬢微 した歴史網のII'で現棋をな|1何

:こ うJ｀行 し、歳II何 なる警織を鑽;itメIっ たであろうか,私

:こ 明維な結 ,i命 :よ ない.し かし、被なられゼ,ま までは壼

弊は破減ほ|::欝 ちヽとしで「 I崎 澪①椰i機 :な る為11'1ま li

した :こ 雄ヽ々なりヽこ思■,去 11t講 電、友人達と!:ヽ を飲ム

tわす i:サ 1l J′,点 七:11:論 さおで:1難何であみうか.

28

|二毅.1.‐ ‐


